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横須賀市長井地区における沿岸集落の地域特性とその変遷
ーとくに高業と漁業の動向に注目して一

清水 克志・武田鹿一郎・金谷千亜紀

I はじめに いる(第 1図)。近世の長井村は. rAq賀や三1I1奇に

次ぐ港11可を擁する三浦半島西海岸随一の中心地で

あり，村高や人口においても，同半島内で最大規

模を誇っていた。明治22年(1889)の町村制施行

の際，三浦郡では通常，複数の務政村が合併:して

行政村を構成したが，その中にあって長井村は同

郡内で唯一. 1つの藤政村がそのまま行政村へと

移行した特異な地区でもある O

本稿は，近世ーから高度経済成長期を経た昭和60

年(1985)頃までを対象として，港町長井の形成

とその後の変遷について， とくに商業と漁業の動

向に注目して考察することを E的とする O

長井地!豆は，横須賀市の南西端に位置し相模

湾に突出した半島状の海蝕台地が大部分を占めて

第 l図研究対象地域

(国土地理続発行 2. 5万分の l地形図「秋谷Jl?ftJ賀J(平成18年更新)を使f目)
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長井地IZの内陸部に誌がる台地上には一面に畑

地が広がり，南接する三浦市域とともに，全国屈

指の露地野菜生産地域の一角をなしている O その

一方で相模湾沿岸に自を転じると，岩礁が多く変

化に富んだ海岸線には，船が繋留される大小の漁

港，魚市場と水産加工施設，釣船宿や商応が立ち

並ぶ新IEIの街路など 在IIlT的な要素と漁村的な要

素が混在した景観が今もなお残っている O

一般に三浦半島の村落は 内陸の一部の村落を

除 j 半農半漁村として概括される場合が多い

が，その意味で、は長井地区もまた典型的な半農半

漁村といえる G しかしながら この半農半漁村と

いう概念は，農業と初、業とが併存する村落全てを

包含し得る点で非常に使利ではあるものの，それ

ゆえに個々の村落における農業と漁業との比重や

組み合わせ方の差異などを捨象してしまうきらい

があり，対象とする地域の特徴に肉薄できない点

にj主意を要する概念である D そして三浦半島の村

落は，半農半漁村と概括し得る点に，その地域特

性の理解を難しくさせてきた理由があるように思

われる O さらに本稿で対象とする長井地区の場

合，半農半漁村であることに加え，上述したよう

に三浦半島西海岸一帯の中心地として，在町的な

要素をド')'っており，このことが長井地区の地域特

性を一層難j既にしていると考えられる。

加えて，三浦半島の滞故村は，一般的に複数の

集落によって構成される一藩政村多集落型に分類

される O 三浦半島では，この集落を意味する一般

名称として rllIJゃ「部落J. r小名jなどが確認

できるが， 1]寺代や地1或によって必ずしも一様では

ない。個々の集落名はその集落が存立する小字名

とほぼ一致しているため，本稿では，この単位を

使宜的に「字」と呼ぶこととする O

ところで)II~， 登らJ)は，相模湾沿岸地域の漁

業集落の成立過程について， 17世紀における江戸

日本橋魚問屋の仕入漁村への編成と軌をーにする

こと，そのような仕入漁村の中には，村落内に漁

家が密集する fi兵方」が成立し農業への依存の

高い!日来の rl南方」と村落を二分することなど

を，小坪村や二i耳谷村などを事例として具体的に

明らかにした。また仕入漁村については，安池尋

幸2)が三浦半島の村落における商品流通を検討す

る I~::Jで，鮮魚、の流通構造の解明に先鞭をつけたO

さらにこれを受け，山下琢己ら3)が三崎町を，清

水克志4)が松輪村の鮮魚供給機能と地域的特質の

関わりを具体的に検討した。実際に長井村も近世

の一時期， 1司長*lニと浜長井に行政上分割されてい

たi時期があることが知られており 5) この浜長井

こそが江戸への鮮魚、供給地であり，かっ港町を擁

する三浦半島西海:岸一帯の中心地であった。

本稿では，以上の成果や視点を踏まえつつ，ま

ずEにおいて長井地区全体を対象として景観や生

業構造について概観し，港町を構成する各字の位

量や特性を抽出する O その上でEでは，港町長井

の形成と変遷について考察する O さらにNでは，

港町長井の形成や変遷と関わらせながら，長井地

区の漁業の特性と変化を跡づける O

なお，筆者らが長井地匿の歴史的変化に着目す

るにあたり，最大の手掛かりとした文献として

「横須賀市長井の民俗6)Jと『長井のあゆみつを

挙げておきたい。前者は，高度経済成長期に激変

しつつある長井地区の伝統的な農業や漁業に関す

る民俗に加え，近世における長井村の村落構造に

ついて検討している O また後者は，長井小学校の

倉Ij立90周年を記念した郷土誌であるが，一次史料

を多く使用して詳細な記述がなされており，多く

の示唆に富んでいる O 本稿では引用を明示したう

えで，それらを活用している。

豆 長井地症の基本的特徴

1)明治初年の景観

明治、期における長井村の景観は，明治初年に作

成されたと推定される「長井村地籍図8)Jにより

明らかになる(第 2図)。明治 3年(1870)におけ

る長井村の耕地は151問 4反 5畝 2歩で，そのう

ち回は錦町 9畝16歩，畑は103mT3反 6畝 4歩で

あり，畑地が耕地の約 7割を占めている9)。村域

東部を北流する Jl' I習J11の下流部には轡堰という溜

池があり，その周辺の低地には水田が広く分布し



ている。また新田や溝作には特徴的な櫛状の地割

が確認できるが，これは低湿な耕地の一部を掘り

下げて作られた堀下回10)とみられる。一方，村j或

西部の台地I翠には P 内原・小舞原・大原・高原、・

打木原など. r原Jと付された小字地名が確認で

きる O こうした台地面は専ら畑地として利用さ

れ，多くの谷戸を刻みながら海岸付近まで追って

いる O これらの谷戸の多くは水田として利用され

ており，なかでも松ヶ谷には谷戸の谷頭部に[ヨ

シイケjと呼ばれる溜池があり11l谷戸の中でも

比較的大規模に水田耕:作が展開していたことがう

かがえる。林地は主に台地縁辺の斜面に分布して

おり，これらの斜面林の雑木は，第二次世界大戦

後も燃料として使われていた12)。

海岸線をみると，小田和湾沿岸および屋形-新

宿-漆iお・荒井二・架谷]京・長浜に砂浜が広がって

いた。長浜や佃嵐の沿岸部には草地が分布してお

り，これらは稼場として利用されていた13)。

集落は台地の縁辺や沿岸部に立地しており，大

正期には大木根・小根岸・大久保-井尻-仮屋ヶ

IIJ奇-東-屋形-番場・新宿・漆山-荒井の11の字

があった。そしてこれらの字は，根方(大木根と

ノト根岸)・井尻・大久保・浜方(その他の 7字)

の41豆に分かれていた14)。その後，第二次世界大

戦以前に長浜が大久保から独立し，さらに昭和 6

年(1931) に完成した小田和湾沿岸の埋立地には

富浦・岡崎が成立した15)。なお長井村は，大正15

年 (1926) 2月に町制を施行後，昭和18年(1943)

4月，浦賀町-大楠町-逗子町・武111l寸-北下在日

村とともに，横須賀市に編入された。

村J或東部には 4つの字があり，小田和湾沿岸に

大木根と井尻が，内控部の台地崖下には小根岸と

大久保が立地していた。一方 村域西部の槽模湾

沿岸には仮屋ケ IlJ奇-東-屋形-番場・新宿・漆111. 

荒井の 7つの字が立地していた。第 2図の拡大国

をみると，浜方に含まれるこれらの字の中でも，

東・屋形・番場・新宿の 4字では家屋が密集して

おり，比較的JIJffiの広い道路を基軸とした街村状の

集落形態をなしていることが読み取れる D このう

ち産形は，長井村で最も創建が吉い長徳寺がある

こと，東の字名の由来が屋形に東接する土地で

あったという伝承が残っていること 16)などからも

わかるように，町場を構成する 4字の中でも最も

成立が吉いことが想定される。またi可場の西端を

占める新宿に対し屋形-番場を合わせて「宿j

と呼ぶこともあるという 17)。したがって，このi町

場は，屋形を核として次第に拡大したとみられ

る。これらの町場では明治13年(1880)や大正12

年(1923) などに大火が相次ぎ. }屋形や番坊を中

心に大きな被害があった18)。こうした大火による

被害は後述するように，港町長井の商業機能を衰

退させる要因ともなった。

第 1 表は，村明細i限や明治~mの統計蓄をもとに

して，近世後期から明治前期にかけての，三浦半

島の主要な港 II~.における戸数の推移を示したもの

である o j支井村の戸数は浦賀や三IlJ奇に次し Eでお

り，三浦半島西海岸の諸村で、は長井村に次ぐ戸数

を有した小坪村と比べ著しく多かった。長井村が

有していた三浦半島西泊:岸一帯の中心地としての

性格はEで検討するが，長井村がj司辺村落を大き

く上回る戸数の規模を誇っていたことは注目でき

るO

2 )長井地区を構成する字ごとの特徴

辻井善弥は'明j治台5年 (18幻72幻)の「長j升:1朴|

簿(壬申戸籍)はjを用いて'長井村における戸別

の焔-水田の石高分布を作成した上で，長井村の

第l表 三浦半島の主要な港町における戸数の推移

一天保12~明治24年(1841~91)一

天保12i!三 嘉永 7年 明治15年 明治24年

(1841) (1854) (882) (1891) 

西浦賀 578 120 
1353 2955 

東浦賀 450 

三 111奇 597 301 919 1672 

長井 545 563 694 761 

小:bl 311 322 363 

( r相模国村明知]11.度集成J. r明治15年偵察録1r明治24
:f:!三徴発物件一覧jにより作成)

注 1)嘉永 7年における西浦賀の値は史料のままとし
た。

注2)明治15・24年における浦賀の値は東西の合計値。
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第 2図 長井村の土地利用と IllT場の地割一明治初年

(横須賀市自然・人文博物館所蔵 f長井村地籍図Jにより作成)
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土地所有について，長井村の総戸数618戸のうち，

焔所有者が465戸で そのうち379戸は所有耕地が

1石未満であること，水田所有者が113戸に限定

されており，長井村における土地所有高が全体的

に零細であったことを指摘している 19)。また職業

構成については，農業155戸，農間漁業415戸，漁

業23戸，農|苛高 8戸，農i背大工 3戸，草家根屋，

知大工各 2戸，石工，桶屋各 1戸であり，近世漁

村の支配的形態であったといわれる半農半漁，す

なわち「農間漁業者jが全体の約 7割を占めてい

ることを指摘している O これらの指摘は，長井地

区を総体的にみた場合の特徴を端的に示している

反面，同地区を構成する倒々の字すべてに該当す

るものでないことはー想像に難くなし=。そこで，

後のi時代の資料を用いて，長井地区を構成する宇

ごとの性格の違いについて検討してみたい。

第3図は，大正12年(1923)の『長ヂ|ヰ村寸勢一

斑jを資料として，長井地区を構成する字ごとの

戸数と所有耕地を示したものである o :長井地区を

構成する11の字のうち，東部の大木根・小根岸-

大久保・井尻では，所有耕地が比較的多く，川部

)11 流j或の11i地部を i~ffi していることもあって，耕地

に占める水田平も高い。また西部の字のうち，漆

UJ・荒井でな東部の各字と同様，所有耕地が比

較的多いが，耕地に占める水田率は低いといえ

るO これに対して，仮屋ヶ崎・東・屋形-番場-

新宿の各字は，所有耕地は極めて少ないといえ

るO 一方，戸数に着司すると，漆山が139と最も

多く，新宿(129)，番場(112)，屋形 (91)がこ

れに次いでいる D 長井地区を構成する字のうち，

所有耕地の多い東部の各宇が60戸前後であるのと

は対照的に，相模湾沿岸の所有耕地の少ない西部

に戸数の多い字がみられる。このことは，東部の

各字や西部の漆i上l'荒井が塊村:1犬であるのに対し

て，仮屋ヶ 1I1奇から新宿にかけての各字が街村状を

呈しているという，集落形態の違いとも対応して

いる(第 21翠参照)。

第 4臨は， r1970年世界農林業七ンサス農業集

落カード』をもとに，昭和45年(1970)当時にお

ける長井地区を構成する字ごとの農家-林家-治、

家数を示したものである20)。これは高度経済成長

期のデータであるため，住宅地化や生業の変化が

進行している可能性が高い点， また各戸の兼業の

状況までは明らかにし得ない点に留意しなければ

ならないものの，字ごとの伝統的な生業構造を大

まかに把握することは可能であるとみられる。実

際に，大正12"9三と昭和45年の戸数を比較した場

合，小田和湾沿岸の井尻-仮屋ケ 1I1奇， I~道134号線

戸数バ10;(戸)

日酔宇J/戸数

耕地面積

1111a-
口:畑

臨水田

第 31到 長チj:地区における字ごとの戸数および耕地反別一大正12年(1923)一

cr大正十二年 長井村村勢一班jにより作成)
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に面した大木根や小根岸などでは著しい増加がみ

られ， しかもこれらの各字では第一次産業を主生

業としない家が相当確認できる O

第一次産業を主生業とする家に限ってみると，

各字の性格の違いについて，以下のような点を指

摘することができる O まず，東部の大木根・小根

岸・大久保・井尻は，農業もしくは林業を主生業

とする家の割合が高く， しかも井尻を除いて，所

有耕地 1ヘクタール以上の農家の割合も高い。ま

た，内陸部に位置する小根岸・大久保で、は，漁家

が全く存在せず，いわば純農村的であるのに対

し大木根-井尻は，農業への特化が著しいもの

の，小田和湾に商しわずかながら漁家も存在す

るという違いがみられる O

一方，西部に iヨを転じると，東・屋jl~ ・番場・新
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宿が非農業集落となっていることが注目される。

これらの各字は，街村状の集落形態をなし大正

期において所有耕地が極めて少なかったこととも

対応している O 実際に，東や新宿にはカツオやサ

パなどの釣漁を主生業とする漁家が. }翠形には魚

仲買人が，番場には旅館や料亭を含む様々な商Jt~

が多く存在しこれら 4つの字では，漁家もしくは

商家なとやの非農業世帝が大多数を占めていたとい

われている211。残りの仮屋ケ111奇・漆111・荒井は.そ

れぞれ農家と漁家が相半ばする字であるが，両者

の構成比，農家の所有耕地などは様々である。こ

のうち荒井は，漁家の構成比がさほど高くなく，

農家の約半数が50アール以上の耕地を所有してい

るのに対し漆UJは漁家の構成比が著しく高く，

農家の大多数は所有耕地50アール未満の零細鼠lで、

IJ¥栂岸

第4図 長井地区における字ごとの農家・林家・漁家数一昭和45年 (1970)一

(1970{1三世界農林業センサス農業集落カードにより作成)

注1)東・屋形・番場・新宿はデータなし (~I=農業集落)。

注 2)基図として，国土地理院発行2.5万分の 1地形図「秋谷J(昭和32年資料修

正)・「浦賀J(昭和35年資料修正)を使用。
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ある。また仮屋ヶ 111奇は農家と漁家の構成比や所有

耕地50アール未満層の農家の割合などの点で，井

尻と近似している D

さらに.漁業の内容にも，字ごとの質的な差異を

確認することができる。井尻を中心とする小田和湾

沿岸では，磯建網(イセエピ)や国い網(ボラ)な

どの刺網漁，テングサやヒジキなどの採藻に加え，

かつてはシラスウナギ漁も盛んであった22) また

昭和 9年(1934) には泊;産稚アユが発見され，特

別採捕許可によって，現在まで、同地区の特産物と

なっている O 小田和湾沿岸において行われる漁業

は，農家が上記の特産物の捕採を副業的に行う場

合が多く，概して Ir農主漁従Jの細かい商売23)J 

であったといわれている O

一方，屋形湾-新宿湾岸に位置する東-屋形-

番場 ・新宿では，カツオ・サパ ・イカなどの一本

釣りや， イナダ・ワラサ，キハダマグロなどの延

縄釣り，カジキを鈷で突く「ツキンボJ漁，アワ

ビやサザエを捕探する覗突(みづき)24)や裸潜 IJ

などが行われた。これらの漁法はいずれも，操船

技術を含め高度な専門技術を要するものであり，

当該地区は，男性が主体となって，漁業に専従す

る専業的なj魚、家が密集する地区であった。

さらに，漆iJ-1湾・荒井湾岸に位置する漆111・荒

井では，刺網漁などの漁業を主体としつつ，集落

背後の耕地での自給I~I守農業を組み合わせた. I i魚、
主j践従25)Jの漁家が卓越していた。刺網漁の場

合，伴!の上げおろしは早朝に限られるため，漁家

では男女ともに昼間は農業に従事したり，網の手

入れなどを行ったりしていた。 一方，大久保から

独立した長浜では，地引網によるイワシ漁が盛ん

であった。

これらの分析から，以下の二点が指摘できる O

まず一点目は，長井地IKを構成する各字は，農業

と漁業の比率や組み合わせ方が多様で、あることか

ら. 1可地区は.性格が大きく異なる字の複合体で

あるといえる O しかもその各字は.農業専従の岡

集落と漁業専従の浜集落に単純に二分し難く 26)

各字を「半農半漁村jとして一律に括ることは，

実態を十分に把握していないといえる。二点目

は，沿岸部の東・屋形 ・番場・ 新宿の 4字では，

家屋が密集して街村;1犬をなし， 農業への依存度が

極めて低い地区を構成していることである O 三浦

半島において，昭和45年の『農業集落カードjで

「非農業集落」に位置づけられている集落は，住

宅地化が著しい半島北・中部を別とすれば，長井

地区の 4字と，三 11I奇，城ケ島のみである。つま

り，この 4字は，三崎と同様，在IllJ的な性格と漁

村的な性格とを併せ持った地域であるとみなすこ

とができる o tUこのことを踏まえ，次章以降で

は. I町場を構成するこれらの字に焦点をあて，港

町が持つ商業的機能や中心性，漁業の変化につい

て検討してみたい。

E 近世から近代における港町長井の変遷

1 )近世における港町長井の繁栄

a. 三浦半島西海岸一帯の中心地としての長井

近世における長井村は浦賀-三IIJ奇に次ぐ三浦半

島屈指の港町として位置づけられる。まずは，そ

の商業機能について，三浦郡太田和村の上層百姓

である浅葉家の当主が天保期から明治前期にわ

たって記した「浜浅葉日記27)Jから，近世後期の長

井村の状況，周辺村落との関係をみてみたい。

浅葉家の者が長井村を訪れる目的としては，①

食料品の購入，②下肥や藻草といった肥料の購

入，③医者への訪問などを挙げることができる O

①については，北川屋を利用する場合が多く，こ

こでは米穀ヤ酒，野菜などの飲食料，砂糖・酢・

醤油などの調味料のほか 提灯や蝋燭といった雑

貨なと多様な品物が販売されていた28)。②は長

チlヰずに町場が成立しており，かつ禅、家が集住して

いたことを示している D ③については，浅葉家で

は浦賀村・三崎町-堀内村和田村の医者ととも

に.長井村の大久保・小根岸の医者を利用してい

たことが確認できる。加えて，文化・文政期には

荒井の鈴木呉雪を中心に俳諾が盛んに行われ，い

わば「文化サロンJが形成されていたことから

も，文化面での優位性がうかがえる。鈴木家の庭

とi司家代々の墓所である長慶寺には，松尾芭蕉の
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句碑がそれぞれ 1基ずつ残されているお)。

時期は前後するが，元禄11年(1698)の「衣笠

村諸色村鑑30)Jには， r万買物之儀者浦賀村・長井

村，壱里半・弐里程参諸用相違候事:Jとあり，少

なくとも 17世紀後半には，長井村に商業機能が集

積していたことがわかる。第 2表は，弘化 5年

(1848) に実施された農問渡世調査に基づき，三

浦半島西部・南部諸村の商人数を示したものであ

るD 三崎町・長井村・堀内村のす他村によヒして圧倒

的に多くの蕗人数を誇っている D 前述した太田和

村や衣笠村の事例を勘案すれば，こうした村々に

は，商人数や業種の少ない周辺村落から，買い出

しを自的とした人々が訪れていたことがうかがえ

る。長井村では，米穀やj菖，荒物類を扱う商人が

25名と最も多く，ほかに湯屋 5名，古着屋 4名，

髪結4名，質屋 3名であった。これらに加え三崎

町31)に確認できるような「肴商人jや「棒手商

人jといった，魚、仲買人や行商人の姿がみられた

ことも想像に難くない。

このように，少なくとも近世中期以降，長井村

は潤辺村落から多くの人々が訪れる三浦半島西海

岸における商業や文化の中心地となっていた。 以

下では，長井村が西海岸一帯を後背地とする中心

地となり得た要因について検討していこう。

b. 江戸への鮮魚供給拠点としての長井

長井村の鎮守である荒井の熊野神社の石段脇に

は， r石坂寄 ~äJ と刻まれた 2 つの石垣が残され

ている O その成立年代は不詳であるが，それぞれ

の寄進者は「日本橋魚問屋Jと「四日市干物問

屋Jの商人である O

〈底抜カ)

「日本橋魚問屋jの商人とは 尾張善三部・西宮徳、

兵衛・相模屋新助の 3名を世話人として，伊勢屋

伊兵衛・和泉屋清七・越前屋庄兵衛-富開勘四郎・

尾張屋千太郎・鷲野弥兵衛・伊勢屋善四郎・

庄左衛門-大坂屋三郎兵衛-越前屋宗吉・伏見屋
(欠l1D

弥助・島屋吉左衛門・大和田口良兵衛の16名であ

るo r[9 B市干物問屋」の商人とは，金屋善兵衛・

伊勢屋吉左衛門・越後屋藤兵衛・村田要人・越後

屋新七・金屋仁左衛門・中村八兵衛・伊勢屋伊兵

第2表 三浦半島西部・南部諸村の戸数・人口・

商人数一弘化5年(1848)一

江魚原戸悶 明治以
戸数

人
商数人

村名
i二!

1¥年の の
人

村仕入漁
村IIQ- 、;:コ-- 人

逗子
越田

347 4 

柏原 87 

堀内 291 1645 39 

下山口
架iJ-I 

577 15 

色 782 13 

長十ji~ 76 410 2 

秋谷 ム 162 1550 18 

芦名 ム 138 850 16 

西?fll 
佐島 ム 917 11 

長岐 554 4 

荻野 20 107 3 

林 武111 98 520 3 

長井 ム 長井 560 2914 41 

ニ戸 ム 228 655 8 

赤羽根
初τゴ='

88 492 7 

本和i丑 79 455 7 
下~g!丑 720 6 

三 1I1奇 • 300 1337 44 

二町谷 ム 674 8 

向ヶ崎 ム 80 405 6 

小網代 ム 568 5 

城ヶ島 • 70 392 5 

東 i苅 1I1奇 38 99 5 

宮川 ム 79 385 3 

三崎城 • 73 338 l 

原 38 218 

中野間 27 1 

上宮田 ム 252 1290 14 

lÍ~ペ jlfmì • 南下浦 173 959 10 

金田 ム 171 937 5 

菊名 ム 77 439 3 

昆沙門 487 

長沢 ム

北下浦

228 1244 7 

津久井 ム 156 800 7 

野上ヒ ム 147 875 6 

(r三浦古文化J46により作成)

注)仕入治、村のムは1m組問屋の仕入漁村， eは新肴場
開!屋の仕入漁村を示す。
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-竹屋七郎兵指-相模屋忠左衛門-樽屋仁兵衛-

住古屋伊助・住吉屋又右衛門・丸屋仁兵衛と，世

話人の油屋喜兵衛-西宮仁兵衛-往古屋仁兵衛の

3名を加えた17名である32)。

18世紀以降，江戸には司オ吋喬-新肴場-芝雑魚

場・四百市の 4つの魚市場が存在したが，熊野神

社の石垣を寄進した商人は 日本橋と四日市の魚

市場に属する商人であった。日本橋の魚市場は，

徳JII家康の江戸入j脊以来の歴史を持つ本小沼原町

組・本船j町組を始原とし，後に加わる本船町横庖

組.3安針aJT組の 4組の魚肉屋仲間によって構成さ

れていたため「四組問屋」とも呼ばれ，なかでも

始原である 2総は「古場jとも称された。これに

対し， r四日市jと俗称される江戸橋広小路に設

された四日市組・小舟町組からなる IITI日市と，

延宝 2年(1674)に自本橋本材木町に創設された

新肴場は，いずれも四籾問屋から分離独立する形

で成立したものである33)。

長井村は佐島-芦名-秋谷 下浦地域の諸村な

どとともに， r古j揚浦jすなわち四組問屋の仕入

漁村の lつに数えられる O 一方，後発の新肴場

は， r古場ivlrJの間際をつく形で三崎町をはじめ

東浦賀・西浦賀や城ヶ島・松IIII命・ノト坪なととの諸村

を仕入漁村に編成し，後には相模湾北岸の諸村に

まで勢力を拡大させた各魚市場が扱う品目

は，四組問屋が鮮魚とJ孟子魚，新肴場・芝雑魚場

は鮮魚のみ，四日市は塩干魚のみであった。つま

り，長井村は新肴場に属して鮮魚を専門的に供給

する三11時やfm賀とは異なり， IITI組問屋・四日市の

雨魚市場と契約関係を結び鮮魚・塩干魚を関わ

ず，最寄な海産物を盛んに江戸へ送り出す漁村で

あったといえる O

また，荒井の長慶寺に残された文政 5年

(1822)の「寄進物IJIlII:ljl挟35)Jには，寄進者として

長井村の百姓のほか，江戸の部人が名を連ねてい

るD これを熊野神社の石垣の寄進者と照合する

と， 2つの石垣の寄進者のうち，名前部分に下娘

を付した四組問屋の 6名が「生魚問屋jとして確

認でき， r四日市干物問屋」では l名が一致する O

とりわけ，商事例で，{i在認で、きる尾張屋善三郎は，

熊野神社の境内に以下の文言が刻まれた一対の狛

犬を寄進している G

天保四年巳六月吉日 現住党浄代

(右) 願主 日本檎小田原町尾張屋善三郎

世話人東町仮屋ケ 1I1奇中

このことから，第一に日本橋魚市場に属する尾張

屋善三郎は，江戸の魚問屋の中でもとくに長井村

と深い関係を持つ商人で、あったこと，第二に世話

人が「東町・仮屋ヶ 111奇I=!::IJであることから，尾張

屋が東や仮屋ヶ PI奇の魚仲買人と取引関係を結んで

いたことが推察される。以上のような寄進物の存

在は，江戸の魚問屋が長男二村を鮮魚、供給の重要な

拠点として認識し両者の!習に強屈な結合関係が

形成されていたことを意味している O

それでは，長井村に集荷された鮮魚、や塩干魚

は，どのように江戸へ運搬されたのであろうか。

第 3表は，享保期における三浦郡の主要港の保有

船数を示したものである O 輸送用~{~~13のうち，押

送り船・五大力船は江戸への廻漕に用いられた船

種であるが， とくに押送り船は鮮魚、を運搬する潜

帆兼用の快速船であった。長井港の押送り船の保

有数は三崎港に次いで20般であり，すでに享保期

第3表 三浦郡における港別の保有船数

一享保 5年(1720)一

X 
輸送m 漁J卦吊

押送船り

五

小船~ 灰と
ぷ』

大力船
来船月 計 計

り

長井 20 20 55 75 

下宮田 2 2 6 8 

/j、網代 13 13 

諸磯 5 5 

29 58 87 194 281 

久里浜 2 2 41 43 

西浦賀 3 7 10 14 24 

東浦賀 8 6 14 46 60 

走水 2 2 67 69 

j甫郷 5 2 7 46 53 

(1豆相海浜浦々図J， r三浦古文化j 3により作成)



には鮮魚、供給の拠点として位置づけられていたこ

とがわかる D また，寛政 7年(1795)の!)11踏御

役所下書投36)Jによれば，長井村の船持が押送り

船を新造する際には，多くの場合，船大工の「長

井村与次兵衛jに造船を依頼している O こうした

船大工の存在は，長井村の漁場としての，そして

鮮魚、・塩干魚供給拠点としての機能を補強するも

のであるといえる。

押送り船を用いた鮮魚の流通経路については，安

池尋幸によって具体的な検討がなされている37)。安

池によれば，長井二村eで、水揚げした魚は， まず長井村ー

から横須賀や公郷村の船持の下に廻漕・ i司i附され，

そこから船で江戸の魚、問屋へと輸送されるという

方法がとられていた。このほか，地元の壱割船38)と

地引手船を用いて甚接 f江戸送り」するという方法

があった。また，宝)奮6年 (1756)の「相模国三浦

郡秋谷村差出11関空39)Jには， r桂Il廻米江戸廼之儀，

当村浜迄道法五町ほと間出シ，小舟ニ間瀬取，長井ニ

湊迄壱里ほと積出シ，夫より廻舟ニ時相廻シ申候」

とあり，長井村ーにj萄辺村落から年貢米が集荷され，

江戸へ廻送していたことがわかるD

このように，江戸内海を結ぶ海上ルートによっ

て長井村と江戸は直接的に結びつき，長井村から

の鮮魚・塩干魚，年貢米輸送，江戸からの物資輸

送を可能にしたのである O こうした鮮魚・塩干魚

供給拠点， さらに年貢米などの輸送にみられる流

通拠点としての機能の集積は，近世における港町

長井に繁栄をもたらす重要な要素となっていた。

2)明治・大正期における商業機能の変容

|明治期における公共交通機関の発展は，江戸

(東京)と直接的に結びついていた港町長井に多

大な影響を与え，その流通拠点としての優位性を

低下させることとなった。明治14年(1881)に開

通した三111奇と東京を結ぶ汽船は，三111奇・松輪・岩

浦(金田).下浦(津久井).浦賀を寄港地とし，

近世以来の押送り船に代わって海ヒの主要な輸送

方法となった。 陸上交通では明治22年(1889)に

国鉄横須賀線が開通し 横須賀が東京・横浜から

の日帰り留となった。長井から東京へ向かう際に

は，海上交通では汽船の寄港地に，陸上交通では

横須賀へ出る必要があったが，長~iこと横須質を結

ぶ公共交通機関の成立は，大正 7年(1918)の乗

合パスの開通を待たなければならなかった。

さらに，港町長井を構成する沿岸部で頻繁に火

災が発生したことは，近世以来の商業機能を衰退

させる 1つの要因となった。とくに明治13年

(1880)の火災は，東-屋形-番j揚・新指の大部分

を焼失する大火で、あり，これによって，北)11屋を

はじめとする有力な商人が長井を離れていったと

される40)口こうしたことを背景に，明治期におけ

る長井は，従来有してきた中心性を著しく弱め，

三浦半島における相対的な地位を低下させていっ

た。しかしながら，明治39年(1906)の f三浦ブζ

鶴子lJjでは，長井村の「海岸に沿jった集落につ

いて， r漁村ではあるが市街といひ得べき所」と

紹介されている O このことから.交通上の不利や

火災の頻発といった苦難を経でもなお， r市街J

としての体裁と機能を保ち続けていた港Illrの状況

がうかがえる O

その後明治43il三 (1910) には長:)=1二村への汽船

の就航が実現し長井村は海上交通で再び東京と

結ばれることとなった。この汽JiJOは魚の111命送を主

目的とするものであったが，人や荷物の輸送にも

利用され，寄港地となった番場には， 1 Iヨ1度の

寄港を待つ乗客を顧客として，多くの商活や旅

館-料亭などが成立していった。番場は東接する

屋形とともに「宿」と呼ばれていたが，大正初期

には r{t1Jmr Jとも称された42)。長井港は汽船の就

航を契機として，番場を中心に再び繁栄期を迎え

たのである O 長井全体で商業を本業とする戸数は

大正 6年 (1917) には16111汗43)であり，昭和 2年

(1927)当時の長井町の状況を記した f郷土資

料44)jによれば， 1731!FFの商)苫が営業し第 4表

に示した諸品目が扱われていた。これらの商品の

主な仕入先は横須賀・浦賀・東京-藤沢であり，

長井町からの主な移出品は魚類と野菜類であった

(第5表)。

番場には鶴居以外にも様々な施設が立地してい

た。行政・金融機関については，明治 6年(1873)
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第4表 長井地!玄における商j苫の取扱品目・

商j苫数一昭和 2年(1927)一

(単位-軒)

規模 品目 jコ数

雑貨類 16 

大繭J吉
魚類 11 
呉服 2 
米類 2 
魚類(仲買) 25 
魚類 (/J、売) 25 
菓子果物 61 
砂糖類 17 
雑貨 14 
j酉類 13 
1之;~吉1ft 12 
煙草 12 
醤;111 10 
豆腐' 4 
米穀

新木炭 4 
荒物 3 
植木 3 
にZ唱うえτをTま 3 
化粧品 3 
足袋・Jj生引 ~á1I 3 
売薬 2 
学校用品-小11¥1物 2 
金物類 2 
下駄 2 

小売l苫
石油 2 
;ノ~~、 2 
主E 2 

1
I句者品 2 
肉類 2 
青物 1 
空1場・空瓶 1 
海草 l 

乾物 l 

玩具

漁具

コーム~\ft

材木

I~I il伝III

市部ij:

竹好i
王子 l 

テグス

J]~îq 
オfンフ。

綿糸 (1，((1，具糸) l 

麺類 1 

n郷土資料jにより作成)

第5表 長井地区における商}苫の商品取引先

一昭和 2年(1927)-

取引先 移入品 移出品

東万L 呉服類 魚類・野菜類

鶴見 野菜類

棋 j兵 魚類野菜類

横須賀 酒類・米穀類・学校用 魚類・野菜類

品五1M現・小間物氷・

玩具・自転車

浦賀 醤j由塩・酒類

藤沢 荒物綿類・砂糖類下

駄-呉JjJ~物・小荷物・金

物類

cr郷土資料jにより作成)

に郵便取扱所が設置され45) また長井町役場・駐

在所のほか，大正15年(1926) までは関東興信銀

行長井支屈が営業していた。さらに，屋形・番場

の背後に位置する台地上には小学校・中学校が立

地しており，長井地区全体に関わる中心的な機能

や施設が，番場周辺に集積していることがわか

るO

漁業根拠地としての機能は，大正12年 (1923)

に村営の魚市場を番場に設置したものの，これが

i司15年(1926)の大火によって焼失した後は，昭

和10年(1935) に完成した新宿船溜場に隣接する

形で，同15年 (1940) に町営の魚市場を新宿の埋

立地に設けた。新たに屋形湾に開港した現在の長

井漁港は， I司42年(1967) に完成したものであ

る口大正期・昭和初期における魚市場の設置は，

番場や新宿といった沿岸部の字が，長井地区にお

ける「中心市場J. i商業の中心点jとして位置づ

けられる 1つの重要な要素となった46)。

3 )昭和初期から昭和30年代における屋形・番

場・新宿の景観

第5図は，昭和初期から昭和30年代の屋形-番

場・新宿における高庖の分布を示したものであ

るD ここから，当時最も活況を呈し長井地区の

メインストリートとされた港i町の様相を描き出し

てみたい。
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日

10010 

×焔JErJr

⑧消防分団

干干{jHt

日寺院

⑧漁業協同組合(削鴻)

肯汽帆り場

@大庭衣1SIIWJJ;~;
医三塁喜:食料品・~\ii:1!'i'J;l; 

A 背来r.s B 批r~({J;!;'

C豆腐J;s D菓子J;!i

E米殺J;s F泊J;!i

G 者!ilムJJ苫 HI沫11尚・遇制lr，g

仁三コ飲食活

区三ヨ 衣料品・!宙物J;!~

k222 :船具J;g

E豆g:造船所

E三ヨ・旅館
広:::'2l:銭湯

- その他
アたばこj苫イ氷山

ウ fJTi尖J;g 工 組髪j苫

コヲ化事i品J;g 力 JJe兵j苫

キ沼化製 IW] ，r;~f ク策局

ケ文具広 コ写真j苫

サ自転I1ï!，!iシ ~JJn工

スlりと函館

第 5図 屋形・番場・新宿における商庖の分布一昭和初期~昭和30年代一

a横須賀市明細地図 南部版(1962版)jおよび聞き取りにより作成)
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a 買い回り品j吉

巽ぃ1mり品j苫については，呉服や洋品，草履を

扱う衣料品・履物j吉が6軒，船具j苫が2l/Ff.化粧

品自や文具}苫，写真j苫，玩具j苫，電化製品庖， 自

転車j苫が各 1軒なと¥多様な業種が碍認できる。

このうち.近世以来の老舗である番場の大屋衣料

品応は，第二次世界大戦以前においては箪笥-布

問・錦などの嫁入り道具を扱い，長井地区にi現ら

ず衣笠や佐島からも客を集めていた。 j司活は第二

次世界大戦中には軍によってj古舗が接収され一時

休業となったが，その後昭和27年(1952)に営業

を~引喝しこのときは蔵を活舗として手拭いなど

を扱っていた。昭和35年 (1960)にj苫舗を改築

しその後は洋服-反物-足袋・モンべなどを

販売しており，佐島や三jll奇からも客が訪れてい

た47)。

b. -1設詩:り品j苫

食料品市や雑貨庖は30軒確認で、きる O 取扱品目

を特定できる商j苫は少ないが，開き取りによっ

て，食料・ Il!~物・米穀. EI}苓雑貨などを扱う，い

わゆる「よろず犀Jが 3j粁存在していたことが確

認できる48)。菓子応は最も多く 9I肝あり，このう

ちには駄菓子のほか. 1113煮やおでん，天ぷらを専

門的に販売する荷j苫も存在した。ほかに青果j苫3

I!tF. 精肉j古・鮮ff)、)苫-豆腐J苫は各 1軒であるが，

屋形の鮮魚J;5U-，正や新宿の豆腐)苫は，長井地区の

各字やj訪辺地区への行商も行っていた。

C. 接客業

番j揚の清水j屋旅館は料亭を兼ねた宿泊施設であ

り，遠方からの文人や行商人などが逗留してい

た。理髪庖は 3Ilifと比較的多くみられるが，なか

でも，丸髭を結う技術を持つ新宿のJ苫舗には，衣

笠や横須賀など遠方からも髪を結いに来る女性が

昭和30年代までは存在したという 49)。飲食庖は 3

11司:あり，このうち昭和元年(1926)に新宿に開業

したカフェー|昭和亭は，長井地区で初めて洋食を

扱った食堂であり，主な利用客は長井地区のj魚、家

や農家であった50)。これらに加え，新宿の映画館

遊楽館の存在は，当時の賑わいをうかがわせるも

のである。また，港町における特徴的な業種とい

える銭湯は，屋形-番場-新宿に 1II汗ずつ立地し

ている O その利用者は周辺住民のほか，長井の漁

港に寄港する漁師も含まれていた。銭湯は，漁家

の'情報交換の場としても機能しており，自宅に風

呂を持つ近隣の漁家であっても，銭湯を利用する

ことがあった511

それでは，長井地区内の住民はと述の蕗屈をど

のように利用していたのか。 I間き取りに基づきな

がら，沿岸に位置し番場周辺の港町と隣接する漆

山・荒井と，内|珪に位置する大久保の住民の利用

形態について検討してみよう D 食料品などの最寄

り品については，先に鮮魚、j苫・豆腐j吉による行商

の存在を述べたが，昭和40年代には漆山の旅館相

模麗でも薪炭や米穀・味噌-醤油などの販売・配

達を行っていた。大久保で、も魚・野菜を取り扱う

行語が利用されていたが そのほかの日用品につ

いては，主に大久保・井尻周辺の商庖で購入して

いた。

買い回り品である訪問着などの衣料品について

は，荒井では昭和40年代には衣料品を扱う行商人

が月 l回程度訪ねて来たため，普段着はここで購

入したが，番場・新宿の衣料品庖で衣服を仕立て

ることもあったという 52)。一方，大久保では人寄

せの際には屋形まで買い出しに行くこともあった

が，盆暮れの買い回り品の購入の際には，路線パ

スを利用して横須賀まで出かけていた53)。

以上のことから，少なくとも上述の 3つの字に

おいては，食料品をはじめとする日用品を求め

て， 1ヨ常的に屋形-番場-新宿を訪れていたとは

いい難い。主な利用形態としては，飲食)苫や映画

館の利用，買い回り品の調達や，家庭用冷蔵庫に

用いる氷を購入するため，新宿の旧魚市場で営業

していた氷屋を利用するというものであった。こ

れらを勘案すると，屋形-番場・新宿の最寄り品

届の利用者としては，屋形-番場-新宿の居住者

や寄港した漁家などが考えられる O
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第6図 産形・番場・新宿における高指の分布一昭和61年(1986)ー

(r横須賀市明細地図 西部版(1986版)jにより作成)

っd

目

100m 

Ht州
尼寺院

⑧漁業協同組合けがI'i場)

@地衣料品!万

箆雲・食料品・~*従1;1;

A 青果Ig B i(l'i'f~J;!i 

C s:!M¥J;!i 0菜子J苫

E米穀j苫 F消1;5

~:飲食J;5'

~:衣料品・履物i古

Z歪ヨ-船P-¥-I，占

竪221:造船所

~:旅館

~・銭湯

E三J:釣船宿

園圃置その他

アたばこ);5イ氷J古

ウ革Fr炭応 エEli髪j苫

オ化粧品1;5'カ玩兵五百

キ電化製品J;5'ク薬局

ケ葬儀日; コクリーニング応



4)昭和的年代における屋形・番場・務福の景観

第 61~は曹昭和60年代における屋形・番場・新

宿の務庖の分布を示したものである O 昭和60年代

になると，食料品j苫や雑貨j苫は21軒に減少してい

るO 昭和30年代に 9軒確認できた菓子庖は，昭和

50年代までは盛況であったといわれるが54¥ 昭和

60年代には 4軒に減少しそのほかの応舗も様々

な品自を扱う「よろず屋」的な性儲を強めていっ

た55)。また，清水屋旅館はホテル荒111奇と改称し，

l決函館は昭和30年代までは営業していたが，昭和

60年代までには姿を消している。

各韓のi商!吉が減少する中にあって，飲食応が5

軒に増加している点が注目される O その多くは旧

来のメインストリートであった!日道から，埋立地

に建設された新道へ移動し鮮魚、広から寿司屋へ

業種を変更した商)~5 もみられる O さらに，新たな

業種として，海岸沿いの埋立地に 5jl汗の釣船宿が

確認できるが，新道沿いにおける飲食j苫の増加

は，釣船宿を利用する観光客の増加とも密接に関

わっているものと考えられる O

すなわち，屋形・番場・新宿では，昭和60年

(1985)頃までに新道を中心として観光地化が図

られ，それまで番場周辺の!日道沿いでみられた金

融機能や部業機能は，郵便局が新宿から仮屋ケ 111奇

へと移転したことに象徴されるように，小田和湾

沿岸の新興住宅地へと移動したのである。その背

景として，昭和33年(1958)には松ヶ 111奇に県営住

宅が完成し IJi311J56年(1981)には仮屋ヶ 111奇に市

営住宅が~設されるなど，小田和湾沿岸で住宅地

化がI~ られた。そして 人口増加が著しく生じた

ことに伴い，駐車場を併設するチェーンj苫，コン

ビニヱンスストアなどの立地がみられるように

なった。すなわち， 113来の商業l宇心地である屋

形-番場・新指は，長井地区内部における中心地

としての金融・商業機能を低下させ，その結果，

飲食j苫や釣船宿に代表される観光業の色彩を強め

ていったと推察できる口

以上の検討-から， J室31三・番場・新宿の商業機能

の性格とその集客圏について 次の点が指摘でき

るO 第二次世界大戦tJRtrには，大屋衣料品自に代

表されるように，買い回り品を求めて衣笠-佐

島・三111奇などからも顧客が集まっていた。第二次

世界大戦中には軍需施設・軍需工場が設置された

ことに伴い，兵隊や労働者といった新たな利用客

が訪れ， さらなる賑わいがみられたことが推定さ

れる56)。第二次世界大戦後においても，盆暮れに

は初声・武山-大楠から多くの客が集まってきて

いた57)。

とりわけ， r町場の至近距離に位置する魚市場の

存在は，港町長井の漁船の寄港地としての性格を

強めた。つまり，広域におよぶ他地域の漁船が長

井港に漁獲物を水揚げしその乗組員が食料の諦

遠，銭湯の利用などを目的として，番場周辺のメ

インストリートを訪れるというように，広域的な

集客習が形成されていたのである O このことは，

港町という性格を持つ沿岸部の盛衰が，漁業のそ

れと密接に関連することを示しているといえる。

次章では，長井地亙の漁業に着目しその諸特徴

や変遷について検討することにより，港町長井の

さらなる一面に迫ることとしたい。

N 長井地藍における漁業の特性とその変遷

1)漁場と漁法の多様性

三方を海に閉まれた長井地区の地先海域は，変

化に富んだ多様な海底地形を有している O 第7図

は，明治壮年 (1908)の{長井村漁業組合専用漁

場免許状58)Jおよび昭和54年 (1979)の『組織的

調査研究活動推進事業報告書59)jをもとに，長井二

地区の地先海域における漁場の分布を示したもの

である D 明治期における長井地区の専用漁場は旧

長井村と!日武山村および!日初声村との村境を基点

とし，荒111奇沖の良好な岩礁である亀城根を包摂す

るようにして設定されていた。この亀城根は，

「長井は其の地先に亀城根の暗礁遠く斗出し，其

の北側には小多和湾を控え，魚群の来遊多く漁

業上頗る有利の地位を占むるω)Jとあるように

古くから良好な漁場として知られていた。また亀

城根の周辺に分布するエピ根や横根といった岩礁

はアオリイカの好漁場であり 61)地先海域の水深

円
/
M



岩礁(根)

a シラ扱

b (不明)
C r判長

d ホソ根

e 舵掛-i(¥t

f ツプ綴
g エピ様

h ヒデ*
B 横手民

j ミヨセノ

タカ根
k 機娘、機

I (不明)
m(不明)
n カン夕、イ娘

漁場(棲息域)

⑨》マタマコ @アワピ

@ラガザミ @サザエ

名言クルマエビ CDトコブシ

CDイセエビ ⑤〉ウニ

ぜ

義母
除険

金久保
長井村

/ 

/ 
JJJ 

初声村

一一一一専用漁場界(長井地区)

基点 叩:武ILi村・長;J:j:村の小J"!{f.

乙:子itl崎臨

丙."長井村・初7吋すの村!{f.

第 7図 長井沿岸海域における漁場の分布と専用漁場の範|韮|

(r組織的調査研究活動推進事業報告書Jおよび「明治41年

漁場免許状」により作成)

長井村漁業組合専用

5メートル付近に帯状に分布するツブ根やヒデ根

などでは，テングサやワカメの採藻や，サザエ・

トコブシ・ウニなどを対象とする税突漁が行われ

ていた。亀城根周辺の海域は 第二次世界大戦以

前，要塞地帯として漁業禁止区域に設定されたた

め，漁業資源、が保護される結果となり，昭和40年

代半ばまで漁獲量が豊富な好漁場であった62)口こ

のように多くの岩礁が分布し多彩な漁獲物の棲

息に適した地先海域の存在は 長井地区において

古くから沿岸漁業が発達した基盤であり， このこ
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とが匹|組問屋への鮮魚供給拠点化や多様な漁法の

発達においても，重要な条件であったと考えられ

るO

またrr-2) ですでに触れたように，所有耕地の

多~~などの違いが，字ごとの漁業への依存度や漁

法に違いを生じさせており，このことが長井地区

全体としてみた場合の， ?，f~，法や漁獲物の多様性を

付与している側面がある D 例えば，屋形湾や来~宿

湾を根拠とする東・屋形・番場・新宿などの各字

では，一本釣りや延縄といった釣りを主体とする

柄、家が大多数を I~lめていた。これに対して，漆山

湾や荒井湾を根拠とする漆山-荒井の各字では，

刺網などの網j魚、を主体とする漁家が多かった63)。

漁港整備以前の屋形湾においては， /J、型船は番

場地先の砂浜に陸揚げしており，主にイカやサバ

釣りが行われていた64jo 大正期における長井村の

漁業について示した第 6表によれば，長井地先海

域での説突潟、や，亀城根のイカ釣りなどの沿岸潟、

を主体としつつも，三111奇沖で、のサパ釣りや相模

湾沖でのカツオ延縄漁などのN'合漁業も盛んに行

われていたことがわかる。前述したように，大正

12年には番場に村営魚市場が設置され， ?，魚、業の根

第 6表 大正期における長井地区の漁業一大正llj~三 (1922) 頃一

漁jj3 魚種
舗格 数量

漁法
漁期

(p=]) (t) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
ワカメ 15.000 187. 5 F混突
イセエピ 15.000 11.3 ~îij*同
テングサ 10，000 123. 8 都i突

長井地先

アワピ 5，000 7. 5 司Ji突・潜水器
えてラ・アジ 3，000 7. 5 巻網
ウルメイワシ 1， 500 3. 1 地曳手|号
タコ 1. 500 2. 8 曳釣・タコツボ
クルマエピ 1. 000 O. 4 QilJ網・平庁長期司
ノリ 200 1.5 摘採

小計 52，200 345. 3 
ヤリイカ・

30，000 56. 3 ピシ釣ス1レメイカ
ヒラメ 4.500 5. 6 テンテン釣・刺網
イサキ 3.000 5. 6 ピシ釣
アマダイ 3.000 2. 3 延縄

棟亀城
カマス 2，500 6. 2 ピシ主'0
jljlキス 2，250 4. 2 延縄
ホウボウ 2，000 3. 8 延~:r~

ゴトイカ 2，000 3. 8 曳府立釣
カサゴ 1，500 3. 8 延縄
キス 500 3. 8 延t!日
ノトfit 51， 250 95. 2 

サノT 30，000 75. 0 
ピシ釣・カツポリ
延縄

111奇
ソウダガツオ 12，000 30. 0 竿釣・ピシ釣
サケ 12，000 30.0 竿釣・ピシ釣
ムツ 2，000 18.8 ホウゼ釣
/J、計 56，000 153. 8 
カツオ 15，000 28. 1 延キ!日
マグロ 2.000 1.9 延縄・曳縄

模相 カジキ 2. 000 1目 7タ日ξし ←1ー戸
トビウオ 1.500 5. 6 流網
サンマ 100 0.4 流キ|司 回 目 圃

小f;t 20， 600 37. 7 
ぷiコ』三日子トl 180，050 631. 9 

(竜崎支1]治氏所蔵「漁業一覧表jにより作成)
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拠地化が進むこととなった。その後，昭和10年

(1935)には新宿湾に船溜場が完成して大型船の

停泊が可能となり，第二次世界大戦後には， 10~ 

20 トン級の漁船によるサバ釣漁が盛んに展開する

ようになった65)。

2 )漁業変化の画期としての高度経済成長期

好漁場に恵まれた地先海域の下で展開してきた

長井地区の漁業は，高度経済成長期を画期として

変化を遂げる66)。第 8図は，昭和38年 (1963)お

よび昭和58年 (1983).平成15年 (2003)の f漁業

センサス67)jをもとに，第二次世界大戦後の三浦

半島北-中部を占める横須賀市-逗子市・葉山町

における，各漁業組合の経営体の撞類および漁船

数や漁法の推移を示したものである D

長井地区に着目してみると経営体数は昭和38年

には226であり，三浦半島北・中部の中で際立っ

て多い。このうち偶人経営体数は225であり，兼

業j魚、家が約 8割を占めていた。同58年になると，

経営体数は308と増加しているが，これは会社な

ど個人以外の経営体数19を含んでいた。同年にお

ける個人経営体数は289であり，そのうち兼業潟、

家は約 9割となっていた。昭和38年から伺58年の

20年間にかけて，三浦半島北・中部の他地区にお

ける経営体数は減少傾向にあったが，長井地区で

は経営を兼業化する漁家が増加しつつも，経営体

数が維持されていたことがわかる O

次に漁船の保有状況をみると，昭和38年時点

で，定置網漁、や養殖業を 1¥余いて漁船を保有する経

営体は205であった。このうち 5トン以上の動力

船を保有する経営体数は13で，これは神奈川県下

では三崎町に次いで、多かった。その一方で，無動

力船もしくは 1トン未満の動力船を保有している

経営体が約 6割を占めていた。三浦半島北・中部

では昭和38年から同58年にかけて， 5トン以上の

動力船を保有する経営体が増加し無動力船また

は lトン未満の動力船を保有している経営体が大

|隔に減少する傾向にあった。このことは，経営体

数の減少とともに，大型j魚、船への1[又倣が進んだこ

とを示している O 長井地区では，昭和38年にはみ

られなかった20トン以上の動力船を保有する経営

体が現れており，三浦半島北・仁1:1部の中でも，と

くに漁船の大型化の傾向が強かったといえる。

昭和32年(1957)の f長井港所属動力船名簿68)J 

によれば，当時，長井漁港に所属していた漁船

は，そのほとんどが5トン未満の動力船で、あった

(第 7表)。なかでも lトン未満のものが最も多

く，全体の約 5 部を占めていた。 5 トン ~j、上の動

力船は10隻であり これらの所有者は屋 11~ ・番

場・新宿-漆LlJに集i二1=1していたD 前述の通り，長

井地区は昭和38年の時点で三111奇IJlTに次いで漁船の

動力化が進んでいたが 大型動力船の所有者は特

定の字に偏在していたことがわかる O これらの字

の中でも，新宿と漆山では漁船数がとくに多く，

新宿ではほかの字に比べて lトン未I11iliの漁船が占

める割合が小さい点が特徴的である。また漆山で

は3トン未満の漁船が約 9部を占めており，長井

地区では l隻のみであった20トン ~j， J二の動力漁船

は，視さLlJの漁家が所有するものであった。

次に漁業の種類をみると，長井地区では他地区

と比べて釣りの占める割合が高い点が際立ってい

る(第 8図)0また昭和38年から|可58年にかけて

の推移をみると，長井地区および走水-大津地区

をはじめとして，三浦半島北・中部で、は養殖業を

主とする経営体数が増加する傾向にあった。長井

第7表長井地区における字別動力漁船数

一昭和32年(1957)一

(単位隻)

3 5 10 20 
d-j7 -

t ぷiコ』

3 5 10 20 
t t t t 

大木根 2 3 

井尻 2 2 

東 7 4 11 
屋形 4 3 l 9 
来t封十，.1-!)/.日if 7 5 13 

新宿 7 18 3 2 2 32 
漆山 20 13 2 36 
荒井 9 3 13 

合計 57 48 4 3 6 119 

(1昭和32年動力漁船名簿」により作成)
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地医では，昭和38年の時点でノリ養鴻を主とする

経営体数が16あり，三浦半島北・中部の中でも平

い時期から養殖業が盛んとなったことがわかる O

以上のように，長井地区の漁業は，昭和38年か

ら向58年の20年間で様々なi認において急激に変化

していた。以下に示す昭和44年(1969) の新開記

事69)は，三浦半高の漁業が昭和40年代に入って著

しく変化していた状況を物語っている。

三チャン漁業 漁業基地三IIJ奇をはじめ，相模湾

一帯の住宅地化，観光地化は浜の若者の気質を

変え，父の跡とりにソッポを向くようになって

しまった。これだけなら現状維持ですむが，働

き盛りの漁師まで、京浜地帝の工場に勤めるよう

になると，業界の入手不足はさらに拍車がかけ

られる。(I判略)県立三 1I清水産高の卒業生が地

元に残らず観光船や貨物船の乗組員になるとい

う珍現象，これらひとつひとつにも“斜陽漁

業"の姿がうかがわれる D

とから漁家の若年層が家業を継がなくなったこ

と， さらには，現役の漁師までもが京j兵工業地帯:

の工場へ就業するようになったことなど，漁業離

れが進んでいる状況がうかがえる O この記事によ

り，神奈川県下最大の漁業地域で、ある三浦半島全

体として，昭和441':1三当時，漁業が急速に衰退して

いる様子が確認できる D こうした状況の下で，長

井地l亙の漁業にはどのような変化がみられたので

あろうか。

第8表はi昭和43年 (1968) の長井地i玄における

漁業協同組合員数を示したものである D 組合員数

が最も多い字は漆111の171人で，これに次ぐ字は

新宿の137人で、あったD これらの字では，正組合

員が約 8都を占めており， また年齢別では50代以

下の組合員が約 3割と比較的高い割合を占めてい

るO これに対し，小田和湾に面した大木根-井尻

は組合員数が少なく，ほかの字に比べて准組合員

数の比率が高い。昭和38年から|司43~三にかけて行

われた組合員資格の変更をみると，いずれの字に

この記事によれば，三崎町域をはじめとして相模 おいても，准組合員から正組合員へ昇絡した者は

湾沿岸一帯の住宅地化や観光地化が進み，そのこ 少なく，正組合員から准組合員へ|削各.もしくは

第8表 長井地区における字別組合員数一昭和43ij三(1968)ー

(単位入)

日目手IJ43年組合員数 昭和38年からの変更

資格別 年齢日Ij 名義変更 資格変更

J寸土一' 

正組d員ロb、 准組之員さ、

30 50 71設0 30 4歳0 
変更な

絡昇 格降
変

正准
立:

1見
更な

2歳9 4歳9 6歳9 2歳9 3歳9 )s 
し

准
し

大木根 14 7 7 l 5 7 l 14 l 12 

長浜 13 3 10 l 10 2 2 11 13 

井尻 28 17 11 9 12 6 4 24 2 2 24 

{反!室ヶl崎 32 15 17 15 12 5 3 2 27 3 4 24 

東 30 16 14 7 15 8 28 3 3 23 

屋形 35 23 12 1 4 27 3 2 2 3 28 l 6 5 23 

番場 54 43 11 11 31 12 6 5 43 6 2 45 

新指 137 120 17 4 43 72 17 5 12 5 115 2 13 6 116 

i~~1勾 171 131 40 υ 「 58 88 20 6 14 13 138 2 12 8 149 

荒井 48 41 7 3 11 29 υ 「 l 4 43 4 44 

合計 562 416 146 15 164 303 79 16 44 31 471 12 49 28 473 

(f昭和43年組合員名簿」により作成)



組合員から脱退した者の方が多し五。このことは，

先述の昭和44年の新聞記事が示すような漁業の衰

退傾向が，長井地区においても進行しつつあった

ことを示していると考えられる。

3 )高度経済成長期以降における漁業の新たな

展開

長井地区では，字ごとに特徴的な漁法がみられ

たが，昭和40年代の転換期を経ると，そうした字

ごとの特徴に対応するようにして，長井地尽にお

ける漁業は新たな展開をみせることとなった。

a. 1111合漁業への特化

長井地包では昭和28年(1953)には韓国済川島

への IJ.\if~t を開始する 70) など，すでに漁場の広域化

が進んでいた。その後漁船の動力化・大型化や，

昭和30年代における漁港施設の整備により，新規

漁場の開拓がさらに進展した。 昭和40年代に入る

と，旋網や三枚網・地獄網漁といった新たな漁法

が開発され，漆111や荒井では， この時期以降に刺

網漁が盛んに行われるようになった。また，サパ

釣泊、が盛んに行われていたが，この時期からは大

型船によるサパのたもすくい漁が行われるように

なった7J)。こうした新たな漁法により，漁獲量は

一時的に増加したものの 泊、業資源の枯渇が問題

となった。

第91豆iは，昭和54年(1979)の『組織的調査研

究活動推進事業報告書72)jと開き取りにより，相

模湾から伊豆諸島1'11における漁場の分布を示した

ものである O このっち昭和50年代には，中目4葉湾Nl

合の水深500~600メートル付近に生息するアカザ

エピやタカアシガニの漁場が開発され，これらを

在日探するための箆網漁という漁法が考案された。

このほか，伊豆稲取沖のキンメダイ釣りや，八丈

島沖のハタ・タカベ・シマアジなどを対象とする

根釣りなととの新たな漁j揚が開発された73)。

b 遊漁釣船業の増加

昭和40年代以降における問、業の兼業化に伴い，

遊漁釣船業の導入が進行したことも，長井地区の

大きな特鍛のーっといえる O すでに昭和39年

(1964)には，長井町漁業協同組合が神奈川県漁

業調整委員会に対して，遊漁釣船業者による乱獲

を紡JJニすべく，以下のような陳情書を提出してい

る74)

御承知の通り，近年沿岸漁業，特に一本釣り漁

業は不漁続きにて漁獲高は日々に減少して行く

有様です。又時期的には三枚網漁業者が乱獲す

る為に，資源の枯渇を見て居る有様です。又夜

間の操業及び時期的の操業を禁止致して，保護

育成を計り j苦る現状でありますG 然、乍最近は時

期をも考えず乱獲を致し居る次第で有ります。

又本職の漁業者を妨げ居る有様で¥釣船対本業

船は刻々と対ー立が烈しく成る現状で有ります。

以上の様な状況で有りますので，根付魚、資源の

保護上，操業区域の制限の取締方を御願い致?

比段申請申上ます。

これによれば，昭和39年当時，釣船業者や三枚網

業者の乱獲により漁業資源の枯渇が生じているこ

と，そのことが原因で一本釣り漁は不漁続きであ

ることがわかる D これらの点を要因として，昭和

40年代以降の遊魚釣船業の増加や漁業の兼業化が

進展したことが指摘できる O

第 9表は. r三浦半高の遊漁業をもとに，

昭和50年(1975)における長井地区の遊漁釣船業

の推移を示したものである。間年の長井地区にお

ける遊漁業経営体数は135 保有漁船隻数は158隻

であり，三浦半島内では突出した数である O 開業

年~Ijの経営体数をみると，長井地区では昭和39年

以降に開業した経営体数は113であり，当時の経

営体数の 8割以上を占めている D 三浦半島の他地

区をみると，東京湾沿岸の金回湾や松輪でも同様

の構成比となっているが，相模湾沿岸の城ヶ島や

小網代では昭和38年以前に開業した経営体が大部

分を占めている O

また従事する漁業種別経営体数をみると，長井

地区ではイカ釣りや刺網と組み合わせて遊漁釣船

業を営む経営体が多数を占めていることがわか
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網漁Jj，1-

く建網漁場>

E)ヒラメ

<深海飽網漁場>

姐IlJTタカアシ")1'ニ

<底網漁場(漁場名)>

く芝〉カ I~'許l'
に三)ill'ノlお

く互)(不明)

くi)(不 I~i)
く互〉沖出

く豆〉布良瀬

く主〉稲取許l'

相模湾・相模詰1f~および伊豆諸島沖における漁場の分布

(W組織的調査研究活動推進事業報告書jおよび聞き取 りにより作成)
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ば，昭和60年代には，屋形-新宿に 5軒の釣船業

者・釣船宿が確認で、き る。また図郭外ではある

が，漆山でも紹和30年代にはみられなかった釣船

業者・釣船宿が6軒確認できる口このように遊漁

ハ同
dq

u
 

る。漆山は新宿とともに 漁船の動力化などの設

備投資をいち早く充実させた漁家の多い字であっ

たが，利締との組み合わせによる遊漁、釣船業への

ilii業が盛んであったD 先に示した第 6図によれ



第9表 三浦半島の地区別遊漁業経営状況一昭和50年(1975)一

経営体数(軒)

年遊者間漁数
開業年別

地区 S S し、
39 44 

か
S f.J 38 43 48 

長チ!こ 135 22 33 80 62 

松輪 59 2 36 21 

城ヶ島 47 46 1 

4、網代 39 38 

金日1湾 39 5 25 8 

秋谷 28 12 5 9 

佐島 27 6 14 7 

三111奇 11 4 7 4 

_11庁谷 11 9 9 

初芦 8 3 4 

諾寄生 4 2 l 

上宮ril 4 1 2 

j毛沙門 3 3 

田中 つ l 

l持ケI"*i-
l 1 

合計 418 143 120 152 76 

釣船業の導入を契機として，屋形から漆UJにかけ

ての沿岸部では漁業の観光化が進んでいったもの

と考えられる G

C 養子i立業のイr:13展

昭和38年から同58年にかけて，三浦半島では養

殖業の増加が顕著にみられた(第 8図参照)76)。

長井地区では，水深が浅い小田和湾において養殖

業が盛んに行われている(第 71翠参照)。ノリの

養殖は昭和27年 (1952) から行われていたが，当

初，相模湾沿岸で、はノリの養殖は技術的に困難で

あるとされていたm。しかし 同35i]三(1960) に

はノリの人工採苗が導入され また向40年には計

画生産が実施されたことにより長井地区におけ

るノリの収穫量は増加した。冷蔵網を計画的に張

り込んだことと，漁場に見合った縞数を分析して

減楠を実施したことが収穫量増加の要因であった

という 78)。当時の新聞記事には，長井地区におけ

るノリの豊作に関する記事がしばしば掲載されて

ぱさ

f~ 

6 

9 

7 

2 

24 

従事する漁業種別
保有聾数

探員
そ

刺網 Fi古B直台f の
隻

探藻 {也
人

22 16 18 9 158 36.876 

1 i 12 30 63 7.711 

20 l 24 2 56 7.267 

29 8 49 33. 125 

6 25 6 2 43 5.052 

3 2 8 8 37 6.678 

2 3 5 19 29 9.563 

5 12 2. 378 

2 11 1. 155 

3 3 l 9 679 

1 2 l 6 913 

4 4 500 

3 4 1. 580 

2 2 124 

l 2 1. 040 

62 84 87 80 485 114.641 

(W三浦半島の遊漁業Jにより作成)

いるが，このことはノリ養殖業を導入した三浦半

島一帯の中でも， とりわけ長井地区は好結果を収

めたことを示しているといえよう O

小田和湾では，ノリ養殖業の導入後，昭和34年

(1959)にはカキ，同37年(1962)には稚アユ， I司

38年にはイナダの養殖が棺次いで開始された79)。

小田和湾に面した井尻は，動力漁船数や組合員数

からみると，漁業への依存が比較的低いものの，

同43年の時点で，正組合員が6割以上を占めると

ともに，正組合員から准組合員へ降格する者もい

なかった(第 7表参照)。このことから，小田和

湾における養殖業が，井尻の漁業経営を維持させ

ていたとみなすことができる D

以上のように，長井地区の漁業は，高度経済成

長期を酉期として変化を遂げた。従来，長井地区

では好漁場に恵まれた地先海域の下で字ごとに特

徴的な漁業が展開してきたが 港町長井を構成す

る字では，釣りを主体とする漁業が営まれてき

た。大正期には番場に村営魚市場が設撞され，そ
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の後，周辺には漁業根拠地としての機能が集積さ

れていった。長井地亙の漁家や，長井漁港を利用

する他地域の漁家は番場・ j室形・新宿の商j苫を利

用し港町長井の活況を支えていたといえる O そ

して高度経済成長期に入ると，漁業資源の枯渇や

若年層の漁業離れによる漁業の不振に対応するよ

うにして，長井地区における漁業は新しい展開を

みせた。昭和40年代には遊漁釣船業を開業する漁

家が多く現れたが，長井地i玄の中でも動力船の導

入が早かった新宿や漆山でその傾向が強かった。

これに伴って屋形から漆山にかけての沿岸部では

釣船宿や欽食j苫の増加が目立つようになり，従

来，商業機能を集積していた港軒長井はその性搭

を変化させてゆくこととなった。

V おわりに

本稿では，横須賀市長井地|亙の地域特性とその

変遷について，とくに同地区の沿岸集落が持つ，

在町としての機能や鮮魚供給地としての機能の変

化に着目しながら考察を行った。その際，長井地

区全体を漠然と f半農半漁村jとして概括するの

ではなく，当地区を構成する字ごとの性格の違い

に注旺しながら，商業やj魚、業の展開を検討した。

その結果はt:J、下のように要約することができる O

三浦半島の藩政村は 複数の小集落を包摂して

いる場合が一般的であるが 長井地区も例外では

なく， 11の字から構成されていた。長井地区を構

成する字は，領域の占拠形態や集落形態，生業構

造などにおいて，様々なバリエーションをもって

おり，長井地区はいわば多様な性格をもっ字の

「複合体jであることが明らかとなった。このこ

とは，三浦半島の村落の性格を検討する際には，

これらの小集落レベルに分かれたデータを用いる

ことが有効で、あり，また不可欠であることを示す

ものであろう。

長井地区を構成する字の中でも，相模湾沿岸の

東・屋形・番場・新宿の 4字は，街村状の集落形

態をなし在匝I的な性格と漁村的な性格とを併せ

持ち，農業への依存度が極めて低い地区として位

置づけられる。これらの字は，天然の良港に恵ま

れたこともあり，近世以来，屋形・番場を中心に

北JII震に代表される大!苫をはじめ，各種商1;5，湯

屋などが集積する町場を形成していた。このi町場

の規模や中心性は，三浦半島において浦賀・三階

に次ぐ位i置を占めており，それゆえ長井は，三浦

半島西海岸を代表する中心地であった。明治期以

降，長井の町場は大火の発生などにより一時的に

衰退するものの，行政施設や金融機関，各種の寅

い回り品百，娯楽施設，漁港などが集積して活況

を呈し，昭和30年代頃まで一定の中心性を維持し

ていた。

長井村の地先海域は，屋31~i背-新宿湾-漆 111 湾・

荒井湾など，港の立地に適した湾入部がいくつも

存在すること，亀城根をはじめとする大小の岩礁

(根)の存在が，各種の定着魚に加え，マダコ・ク

ルマエピ・イセエピ・アワビ・テングサといった

多様な魚介類の棲患に好適なことなどの自然条件

に恵まれていた。このような豊度の高い地先海域

の存在が，上記の 4字や漆山・荒井・仮屋ヶ 1I1奇の

各字に，釣りをはじめとする漁勝や操船の技術を

具えた専業的な潟、家の成立を促し長井村の浜方

は，江戸への鮮魚供給機能を高めていった。

それではなぜ，長井村に高次の l=j=l心性をもっ!IIJ

場が形成されたのであろうか。その最大の理由は，

長井村が有した江戸への鮮魚集出荷拠点として高

い機能を保持していたことにほかならないであろ

うO 江戸の都市的成長により 三浦半島沿岸一荷

は，江戸日本橋魚問屋の仕入漁村に編成され，江

戸地廻り経済圏の中で、鮮魚供給地としての機能を

強めていった。このことは三浦半島の村落に

とってみれば，鮮魚、こそが江戸との経済的な結び

つきをもっ契機となり 貨幣経済の浸透を促す最

大の商品であったことを示している。それゆえ江

戸魚、問屋と漁師との間を取り持つ在地の魚、商が集

積する鮮魚、集出荷拠点こそが 当該地域の商業機

能の集積や町場の発展の基盤として重要な役割を

果たしたものとみられる D 本稿では長井村の魚商

の具体像については，資料的な制約もあって提示

することはできなかった。しかしながら，江戸日

AA 



本橋の魚市場の中でも最古参の四組問屋に加え，

四日市干物問屋らが熊野神社の石垣の寄進者に名

を連ねていた事実は 長井村の鮮魚集出荷拠点と

しての機能の高さを示しているといえよう O

江戸の魚問屋が仕入j魚、村の神社へ寄進した例

は，長井村以外では，三IlJ奇の海南神社へ新肴場魚

問屋が灯篭を寄進した例が報告されている80)。長

井港が押送り船の保有数において，三11寄港に次い

だ地位にあったことなども勘案すれば，長井村と

三崎町はそれぞれ，四組問屋と新肴場の仕入漁村

を代表する存在であり 他の仕入泊、村よりも高い

鮮魚供給機能を集積した，鮮魚供給拠点であっ

た。こうしてみると，長井港と三111奇港は，港町形

成の契機が鮮魚流通拠点で、あったことに加え，鮮

魚以外の諸物資の集散地となり，蔀港としての性

格を強めていったこと，産業革命期以降における

漁港漁業・漁船漁業時代の到来に合わせて魚市場

を設置し漁業根拠地化してi引をとしての性格を

強めていったこと，その一方で高度経済成長期以

降，資源枯渇や漁業離れによって沿岸漁業が不振

となり，港の在町としての機能や活気を弱めてい

くこと， また遊魚、釣船業への転業が盛んとなり観

光地的な性絡を強めていくことなど，その変遷過

歴史的な背景を踏まえた考察が可能となるであろ

うO 二点目は，本稿で提示した字レベルの分析を

踏まえ，農業・漁業などを組み合わせた生産j替や

家族内分業の実態乞家レベルまで掘り下げ，よ

り詳細な分析を行うことである O そのことによ

り， r半農半漁村Jと一括されがちな個々の地域

の特性乞一層鮮明に提示し得るであろう O これ

らについては，他日を期したい。

付記

本稿の作成にあたり，横須賀市長井地匿の竜崎知

治氏には，所蔵資料の閲覧・撮影のご便宜をはじめ，

多くのご教示を賜りました。また，横須賀市自然・人

文博物館学芸員の安池尋幸先生や，辻井善弥先生，久

保木 実先生には，多くの資料の提供とご教示を賜

りました。さらに，長井地区の穐本敬一氏・大久保了

徹氏・何回i忠夫氏・ iJsヶ谷保夫氏・久保木正平氏・小

里竜J哉氏・鈴木文代氏・中川忠助氏・原 '1室氏・

原 忠氏・原 博之氏・竜IlJ奇伊之吉氏と長井町漁業協

同組合・横須費市立長井小学校の皆様から多くのご教

示を賜りました。以上記して厚く御礼申し上げます。

なお，本文の執筆は 1' II -2) ， Vをj育水， II-1)・

町を武田，直を金谷が担当しました。

程において多くの共通点がみられる G 三 1I1奇の場 注および参考文献

合，マグロ遠洋漁業の根拠地化の波及効果が，単

なるill"合漁業根拠地のそれとはスケールが異なる

ものであったことを考慮しなければならないが，

U、上のような在 IIlJの変遷過程は，三浦半島の I~二!心

地形成に共通する要素として特筆できるのではな

いであろうか。

本稿では長井地区の中でも港町を構成した字

を仁ド心に，漁業と商業の歴史的変遷に着目して検

討を進めてきた。その燦，以下の点が，今後取り

組むべき課題として指掃できる D 一点目はニド

世・!こ!こi近世移行期における開発や集落形成の過程

を，近隣の地区も視野に入れつつ8]) 明らかにす

ることである。この点は，資料の存否にftJIJ約を受

けざるを得ない前が大きいが，この点を踏まえる

ことにより，字ごとの性格が大きく異なる長井地

区の耕地と集落の占拠形態や生業選択について，
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